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太平洋地域の上部新生界

(その3)

～第1回太平洋地域新第三系国際会議よリ～

福田理｡名取博夫(燃料部)

逓.貝類その他の大型無脊権動物(つづき)

G眺D珊K0Y(ソ連科学アカデミｰ地質学研究所)は

太平洋および大西洋地域における上部新生界の大型化石

灘集について講演した.それによれば北太平洋の新

第三系および下部更新統には貝類群集に基づく7つの

地域階(regiOStageS)が認められる.大西洋地域にお

いても大体同じである.両地域の貝類群集を比べてみ

ると中･下部中新統のものは著しく異なるが上部中

新統から下部更新統までについては共通の種類が少な

くない.同時に貝類群集の変化の性質そのものも

全体的には類似している.具体的に述べると中･後

期中新世の貝類癖集には寒冷なところを好むものが多

いが鮮新世から古期更新世にかけて亜北極帯南部か

ら同北部ひいては北極圏の水温を好むものが多く在っ

ている.また時間の進行とともに絶滅種の割合が

規則正しく減っている.両地域でこのような変化が平

行して行狂われたのは世界の大洋の生物界の変化にお

ける一般的な規則性を反映したものである･

菅野三郎(筑波大学)の講演は北太平洋地域におけ

るある新生代貝類の移動パタｰンに関するものであった.

それによればこのパタｰンには次のような5つのタイ

プカミある.

〔タイプI〕これは北アメリカの西海=岸に初出現

するのに先立ってもともと北日本に現われた貝類で

アジア側から北アメリカの西海岸へ移動したものである.

肋な｡閉肋(ヒタチオビ属:図47)および吻α(オオノ

ガイ属:図48)がその好例である.肋な0閉プ加の現

生種および鮮新･更新世種は日本列島だけにある.中

新世には本属が北アメリカの西海岸およびアジア側の両

方から報告されている.しかし漸新世には本属は北

海道および樺太にしかいなかった.オオノガイの仲間

で最初に出現したのは北海道の始新統に産する吻α

(Aブθηo刎ツα?)粥06η5ゐNム眺｡andIN0UE(図48)であ

るカミこの属の数種が北日本およびアラスカの太平洋岸

の漸新統から報告されている.本属の少数の中新世種

がカリフォルニアの北部から報告されているのに対して

北日本からは非常に多くの種が報告されている.後期

鮮新世から現世にかけては本属はべ一リング海および

北極地方に広く分布する.

〔タイプlI〕これは北アメリカの西海岸の南部から

知られたタイプである.このタイプに属する貝類は

アジア側に出現するのに先立って北アメリカの西海岸

の南部にもともと分布していたのであるが南方のルｰ

トを通って後者からアジアおよびインド地方に移動し

たと思われる.トウカムリ(C伽{3)の仲間やR砂α一

)の一種

K｡｡ム､)

図49

8ψ乃｡物1加(ミクリガイ属)

のユ種8抄尻0刎α〃α伽如一

助グ〃MI囲UN0x1.5

(MエコUN01954より)�
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舳(アカニシ属)および8抄ん0舳肋(ミクリガイ属:

図49)のような属がこのタイプに属する.8抄ん｡伽肋

およびR砂伽αの現生種は日本の周辺および南アジア

だけに棲息している.

〔タイプ皿〕このタイプに属する貝類はアジアお

よび北アメリカの西海岸の両側に同年代に出現した･

たとえばPZ物060ηは日本および北アメリカ西海岸の

両側で前期中新世に初出現したが現在は北アメリカの

西海岸だけに棲息している.ち荏みに模式種P6鮒

｡6Z肋肋(CONRムD)はもともと吻α(P.)ω〃6θZZα切

CoN趾皿としてカリフォルニアのSantaBarbaraの近く

から記載されたものでカリフォルニアの各地から化石

としても知られている.

〔タイプIV〕このタイプに属する貝類はもともと北

アメリカの西海岸の南部に出現したものでその分布は

この地域に限られている.たとえぱもっとも普通の

第三紀の巻貝である研刎6z伽肋は西海岸の漸薪層お

よび中新層から報告されているが後期中新世を過ぎる

頃絶滅したと思われる.本属はアジア側からは知られ

ていない.

〔タイプV〕このタイプに属する貝類はアジア側に

限定されている.代表的なものである0〃肋π刎属(図

50)はもともとテｰチス地域に出現したものでアジア

における化石種は中新統および鮮新･更新統から記録さ

れている.本属の現生種は西南日本の南部だけに分布

する.A刎〃3妙θ0肋属はC〃肋伽3の仲間と同様の

分布のパタｰンを示すが本属の少数の種が北アメリカ

の西海岸からも記録されている.

A皿Is0N(アラスカ大学)はアラスカ湾岸地方におけ

る後期漸新世から更新世にいたる貝類群集の変遷につい

て講演した.それによればアラスカの北太平洋岸には

暁新世から更新世にいたる海成層非海成層および火

山岩類が露出している.西部地区においては後期漸

新世から末期中新世までの貝類凝集に関する5つの不完

全な記載がSitkinak島の“NanowCape"累層Kodiaた

島のNarrowCape貝層BearLake累層のUnga礫

岩部層とBearLaたe累層の上部およびTachilni累層

にみられる.これらはもともと浅い水の堆積盆周縁の

もので層位的な厚さはアラスカ湾岸東北部より小さく

またその間には不整合が挾まれている.

東北地区においてはPou1Creek累層およびYakか

taga累層の厚くかつ完全柾複合セクションが後期始新

図50C刎伽〃附属の1種0㏄伽〃刎ヅ召物〃g刎Z伽KAN凹｡

xO.7(KANN01956より)

世から更新世にわたる一連の貝類群を含んでいる.そ

れには海岸に近いものとより深いところのものとカミあり

また堆積盆の縁辺部にはところによって不整合カミ認めら

れる.後期漸新世から末期中新世にわたる西部地区お

よび東北地区の貝類群の重要なちがいは東北地区では

温度の低下カミ続いたのに対して西部地区ではいくつか

の温度の低下期に続く大き荏温暖化期があったことであ

る.西部地区の著しい中新世の温暖化はカリフォル

ニアオレゴンおよびワシントンで知られているもの

に似ているがYaたataga地方の異常な中新世の温度低

下はそこだけの現象のようである.Yakatagα累層

堆積中に東北地区でみられた氷河海環境は後期鮮新世

から初期更新世にかけてTugidaた島まで西方にひろが

った.東北地区の地層群中により深い水の群集があっ

たことは2地区の間に動物群のちがいを生ずる原因と

なった.

アラスカ湾岸地域の暖い水の動物群はワシントン

オレゴンおよびカリフォルニアの貝類による階に対比

できるが内容的にはこれらと異なり重要なアラスカ

要素を含んでいる.Yakataga累層およびTugidak累

層の冷水動物群は土着性の近代北太平洋のそして

環亜北極性の要素からなっているのでYakataga累層

の下部にはアジア要素が知られているにも拘わらず対

比は困難である.これら両累層の後期鮮新世から前期

更新世にかけての冷水動物群はべ一リング海進による

一連の堆積物中の冷水動物群に対比される.鮮新･更

新両世における強い緯度方向の温度勾配がアラスカ湾

岸とへ一リング海動物群との直接的淀対比を困難にして

いる.後者は隣接する合衆国の同時代の貝化石を伴っ

ている.

表11はアラスカ湾岸地方の員化石を含む漸新統から

更新統までの諸属とカリフォルニアおよび太平洋沿岸

北西地方の貝化石に基づく諸階との対比に関する講演者

の提案である.また上に述べたアラスカの諸属の年

代水深古水温および古動物地理学的関係をとりま

とめて示したのが表12である.

KIL皿醐(Hubo1dt州立大学カリフォルニア)の講演�
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は北目本産の鮮新世の貝類の属の歴史に関するもので

あった.それによれば瀬棚累層滝川累層三戸層

群および津軽の鮮新統などを含む北日本の鮮新統から

知られている海棲の二枚貝類および巻貝類には全体で

137属カミ知られている.その中で白亜紀の生き残り

〔A吻肋,M"伽α,y0脇α(図51)など〕は全層のおよ

そ4分の1を占める.これらはコスモポリタンでど

こで発生したかよくわからない.他の4分の1の属

(五伽ゐ閉,0伽6〃α,び泌｡〃舳など)は第三紀の前

期に始まり中新世に盛んであった分散を通じて東テ

ｰチスから日本へ移住したものである.テｰチス系の

属の中には何回も日本へ分散してきたもの〔0閉6ZZα

表11アラスカ湾岸地方の新生界とカリフォルニアおよび大平洋沿岸北西地方の貝化石に基づく諸階との対比(ALLIs0N1976より)
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表12亙アラスカ湾岸地方の新生界の年代水深古水温および古動物地理学的関係表(ALLI竃0N1976より)
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(図52)助0刀勿Zα5〕もある.属の半分近くは第三

紀の初期と鮮新世の間に北～西北太平洋地域のどこか

で発生･進化したもの〔ルμ伽6α(図46)8舳ガμ6腕,

月0〃伽C肋(図9)など〕でその中には日本近海で発

生したものも含まれているであろう.また少数の属

(T7肋｡炉｡伽,施8伽伽ηなど)は第三紀の中で数次

にわたって東北太平洋地域から日本の水域に移住して

きたのかも知れない.

鎮西清高(東京大学)は日本列島の新第三紀軟体動

物群に関する多年にわたる研究の成果について講演した.

それによれば日本列島の新第三紀堆積物は2つの大き

な堆積輪廻を示す一連の海成層によって特徴づけられて

いる.貝類群の時空分布は新第三紀の間気候変化

とともに堆積吏によって支配され生態学的類似性をも

つ動物群が異なった場所のいくつかの層準にくり返し

みられる.この場合同一の堆積相のところには同

一のまたは近縁な属の種からなる動物灘がみられる.

種の相違は進化による動物群の構成要素の置換によるも

のであろう.他方暖･寒両流の動物群が新第三紀を

通して認められる.

生態学的に同じ群集の周期的な出現に基づいて日本

新第三紀の貝類群の歴史は前期中新世(26-16?×106

鰯鰯

鰯鯵

図51Yo脇ωの1種Yo峨"1例伽ろ泌∫Y0K0Y畑A×O.8(Uo-

zUM11955より)

図520榊伽〃ω属の1種0r舳〃α∫〃〃｡ωむ物εσNAGA0x1.3

(NAGム01928より)

年)中期中新世の初期(15±1×106年)後期中新世

(12-6×106年)および鮮新世～前期更新世(5-1×

106年)の4つの階に分けられる.後期更新世および現

世は動物群吏の第5かつ最後の階と考えられる.

〔前期中新世〕員化石の産出はロｰカルで動物群

の特徴ははなはだ明瞭でない.

沿岸水動物群暖水(芦屋動物織):Cα"吻刎α肋一

関6刎ゐ(図53)一D05切α6〃肋肋舳勿ぬ(図54)一Gりり･

舳ブお6{55んαθ刎{∫(図55)(砂相)V伽伽倣励α3泌派

〃0肋α(図56)一五昭"附刎ω"伽〃5(図57)(泥相).

冷水(朝目動物群):物棚刎エ肋伽｡η伽肋一p㈹〃滅α

ト刎伽舳0¢0{一助{5"α0舳66"刎伽(図58)(砂相).

大洋水動物群冷水?:Mα60刎αψ加α(図59)一

PθψZ0刎"あθ∬ん0伽ゐ(図60)(泥相).

〔中期中新世初期〕水期には暖い沿岸水群集が日

本列島を被った.この群集はGεZo{刎,T6Zθ86ψ舳,

W6αびα(図10)およびC0舳3のような熱帯または亜熱

帯要素によって特徴づけられている.冷水動物群は北

海道北部および北～中部日本の沖合相にみられるだけで

ある.

図53

0α必∫地刎〃∫脈伽伽なNAGム｡×O.6(NAGA01928より)

図54

｣0ω伽去α6ゐ荻伽岩3〃3〃∫{5NムG五〇×0,9(NAGム01928より)

図55

(;1ツ6ツ〃〃〃30な5ゐ〃3刎3あMムKIyム迦Ax0.9(NムGム｡ユ928より)

図56

乃伽ブ比〃∂加∫泌〃妙｡ψ加"NAGA0xO.8(NAGA01928より)

図57

λ〃g〃㈱閉""伽刎(NムGA0)x1.2(NAGA01928より)�
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図58助ゐ〃αo〃雌6尻伽〃α(OTUKA)x0.8

(0TUKA1940より)

図59〃〃｡伽αoμ伽ω(Y0K0Yム肌)×O.8

(Y0KoYム皿ム1923より)

図60孔r妙1o刎αあ鮒乃｡肋555(Y0K0YA皿ム)

×0.7(Y0KoYム皿且1924より)

沿岸水動物群暖水(門の沢動物群):肋泌z〃加ツα一

刎α舳〃(図61)一8ωoZωc加α是一価切伽五伽ゐγαゐ伽･

肋60θηぬ(砂相潮汐平底?)Crα8503炉伽gγαη伽s肋

(砂相内潮)ルα肋閉切伽加伽お(図62)一D05加{α

η㎝鮒か8伽肋加5かωf0伽刎{5(図63)(砂相入江の水

平底)肋㏄6πα伽η0θηぬ一V舳r{6α滅αS50g㈱θ郷{∫:

図64(泥相入江?の水平底)地刎00"α榊M0腕〃一

ぬ(図65)一C肋榊M伽尾㈹α{一C.η{∫α肋伽ゐ(礫底).

冷水(築別動物群):助{3〃Zαo舳κ肋〃肋(図58)一M3一

κθ伽〃α6脇伽ε伽α(図66)一物αc伽θが｡榊{5一畑物･

〃α00刎舳励(砂底).

大洋水動物群冷水?:P0棚伽励αカ0肋伽gα{一"ω･

z肋α伽ブ〃5(泥相).

〔後期中新世〕この時代には暖水系の種類が東北日

本および日本海岸から消えた.これらの地区における

浅海動物群は今日の温帯または亜北極帯地域のものに対

照可能な種によって特徴づけられている.暖水系の動

物群の分布は西南の日本の大辛洋岸に限られている.

簿･…

沿岸水動物群暖水(掛川動物群):五刎〃刎わクκ肋

肋｡〃θηぬ(図67)一pψ肋α6"疵∫一Joα舳ゐ{θ肋ω榊加φ

(砂相)C脇榊5刎伽63{5(図68)(礫相).冷水

(塩原動物灘峠下動物灘):0㈱30∫腕αg妙5(泥相

内潮帯)刀｡∫〃α尾伽助〃α{{αω{6〃漉舳∫〃｡ろ〃α一

㈱8-C肋榊3加〃加伽{(砂相入浜の水平底)"･

鑑

繍鰯

図61

肋棚伽加〃刎伽〃あMムKIYム皿ム

x1.2(0mKム1934より)

図62

λ〃"メα刷物加｡加刎ゐ(OTUK且)

xO.8(N0DA1966より)

図63

8か励｡ブ加3か〃｡r如郷サ∫(OTUKム)

×O.8(OTUKA1937より)

図64

y3η召ブあαブ3言α3{ogω榊¢物8ゐNo皿U･

RA×1.2(Y0K0YムMA1925より)

図65

ハ"施ω06〃α物洲〃｡吻例55∫(Y0K0･

YムMA)xO.5(MAsUDム1962より)

図66

〃〃6肋〃加6〃伽〃伽ω(Y0K0･

YA皿ム)×O.6(HAYムs且Kムand

Uo藺U皿11954より)�
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6切0刎α伽舳Zα切(図69)一"あ0刎αψ伽α(図70)(泥

相入江の水平底)αZ舳洲605伽刎{3(図71)一"k俳

んψθC肋励伽〃一K0肋砂θC肋ツ舳伽α肋(礫相).

大洋水動物群冷水(耶麻動物群稚内動物群):8脈

ブ砂θ5ツ｡尾｡ツα刎α{(図72)一且g70伽Z伽"ω3-Co伽ゐ066Zθ

励カ〃ηc¢ω一ノエη6な¢ブ｡Z砂加〃zqgα〃ガ6η5ゐ一1;〃66タη〃〃aspP.

(泥相).

図6

図7

〔鮮新世～前期更新世〕この時代の冷水動物群お

よび暖水動物灘の分布パタｰンは後期中新世のものに

似ていた.本州東北部および北海道には深い湾入があ

りそこには亙｡r妙θ6肋(図9)によって特徴づけら

れた動物群が棲息していた.

沿岸水動物群暖水(掛川動物群):五刎刎〃5{0卵6肋

仰αθ3な桃(図73)一Vθ舳伽〃砺αク伽ゐ(図74)一Aηα一

あ榊ω腕πα物(図75)

図69

-8〃6〃〃榊5〃｡〃θ郷θ(図

76)(砂相開いた海岸?

近くの水平底).冷水

(大桑一万願寺動物群):

ん伽伽尾倣伽α仁G妙り･

仰α`幼θ350θ刎{5(図77)

図67'刷"伽榊帥棚｡が個皿5主5(0㎜后月〕

X05(〃^㎜洲〃'1957より〕

図68C㎞鮒曲冊･泌(yoκo〃〃^)

X05`肋S㎜阯1962より)

図69^6加｡㎜lo“冊〃刎｡(R皿1陥)

X06(γOκO洲〃^1925より〕

図70〃O㏄㎜lOP肋O(yO皿0〃〃"〕

X04(YOκo洲〃^1926より)

図71α“㎎5c05沁帥｡加(Yoκoア^〃■〕

X06(〃湘㎜洲1973よリ)

図72

8畝ψωツ｡冶｡ツα刎〃OTUKA

×O.5(N0Dム1962より)

鰯郷

関㍑

一難§蓼舳繊舳1熾撚燃ξ

一榊繊滋;嚇鱗葦蜘燃1･㌔

鋤鮒j鰍洲螂鎚1淡{

黄土.l11茎1一�
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一λ伽ゐ㈹α"伽Zα(図78)一"ブフ畑"α5桃伽θ刎{5(図

44砂相開いた海岸?近くの水平底)C〃舳ツ∫605ム

加刎ゐ(図71)一C.伽3肋肋伽ゐ(礫相).内湾動物

群(竜の口動物灘滝川動物群):0ブα3305腕αg妙∫

(泥相内潮帯)ルαゐ閉肋吻η0肋伽8ゐ(図79)一

亙0竹伽肋η切肋肋5腕(図9)一P5召〃α伽αη桃58〃α北α一

D08伽αまα肋0脇伽眺(図80)(砂相入江の水平底)

〃6oo伽αfo伽｡伽ぬ(図81)一〃6伽｡刎α伽舳肋α(図

69)一物りψ0刀{6α(図82)(泥相入江の水平底).

大津水動物群暖水(掛川動物群):Gりη舳ブむ70･

肋ゐ一花舳3力ηθoZ肋(細砂相)岬∬α7加舳9η脈α'

肋な｡ブα肋〃伽θク_Z閉α伽ク〃功伽(粗泥相)Z伽

ゆお切伽α6一γ0脇α5伽{ぬ(細泥相).冷水(大桑一

万願寺動物群):C0η6ん06θZθ励ψη伽(図83)一M6〃Z伽σ

グ･脇一一Rθ妙Zα㈱･α6･θηぬ一Pブψ伽〃α･伽砺6α一助･･{一

舳刎α加ωα舳舳(泥相).

図84は講演者によって示された以上の4時代の日本の

古地理図である.

土隆一･茨木雅子(静岡大学)の講演は西南日本

(おもに掛川地方)の太平洋岸の後期新第三紀軟体動物

群を浮遊性有孔虫層序と関連

させて述べたものである.そ

れによれば掛川地方のこの時

代の地層灘は下位から相良

掛川および曽我の3層群に区

分される.相良層群の軟体動

物群はA舳53妙θ碗〃肋0"

θ刎63(図67)によってまた

掛川層群のそれはA刎〃∬壬｡μひ

姥η伽伽3なηぬ(図73)8〃6肋〃〃

図79λ榊ゐ閉切肋拠｡肋肋刎{5(No皿URム

anaHATAI)×O,4(N0DA1966より)

図80Do∫伽〃施物〃｡肋脆刎あN0MU肌×

O.5(MAsUDA1966より)

図81.Mωo閉仰to伽｡舳s{5M蛆IY五MA×

O.8(Y0K0YAMA1930より)

図82〃μ加ク｡北αJ虹×O.7(Y0K0YムMム

1926よP)

図83Co刎6ゐ066Z33幼伽6切GABBxO.6

(Yo亙0YムMム1929より)

喧

�

�

臼■

令

青織

前期中新世前一中期中新世

暖水群集

令沿岸水動物群

⑧大洋水動物群

→暖水

=李冷水

唆

噌

㌧

�

＼

.■

･

､機1＼､

薙＼

｡瀞激

噂陣

後期中新世鮮新世一前期更新世

冷水群集

令内湾動物群

｡沿岸水動物群

○大洋水動物群

()陸

図84中新世～更新世における日本の古地理図(C削ME11976より)�
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3〃6切㈱θ(図76)およびおよそ50%の現生種を含む多く

の熱帯および亜熱帯種によって特徴づけられている.

曽我動物鮮は大体この地方の近海の現生種によって構成

されている.掛川層群の熱帯要素はその終りに消失し

た.貝化石からみると相良掛川および曽我層鮮の

年代はそれぞれ後期中新世鮮新世および更新世で

ある.

この地方の後期新生代の地層群は軟体動物群の変化

によって下位より由比階(Yuian相良層群)遠

江階(Totomian)周智階(Suchian)結縁市階(Kecし

ienjianこれまで掛川層群)および湯山寺階(Yu･an-

jian曽我層灘)の5階に分けられる.

由比階

遠江階

周智階

結縁寺階

湯山寺階

相良動物群によって代表される.

少数の掛川動物群の要素と相良動物群の残存者カミ共

存する.

掛川動物群のアクメである.

掛川動物群の一部カミ消失したほかわずかの変化が

認められる.

掛川動物群の残存者と全軟体動物群の90%を占める

現生種が共存する.

BLow(1969)の浮遊性有孔虫帯のうちN.19+20

N.21およびN.22がそれぞれ由比階上部遠江階

下部および結縁寺階の最下部に認められる.また

肋ZZ6"α伽α(図2)の殻の巻き方向の顕著な変化が由

比階最上部周智階下部および湯山寺階最下部に認め

られる｡以上に述べたことに地質柱状図および地層の

帯磁方向の変化を加えて講演者が結論的にまとめたの

が図85である.

森下品(名古屋大学)はウニ類の化石からみた日本

の新第三系について講演した.それによれば日本の

新第三系からは30属50種および6亜種という多く

のウニ類の化石が知られている.生層位学的な価値が

あるのは五5切Cりψω3,万0尻肋0Zα刎伽5,B仙50功{∫,

〃;0加,K6ω加,及ん加α閉6ん加刎,および86砂加6〃舳5

の7属である.これらのうち初めの5属は日本で

は中部中新統(西黒沢階)を示し共産することもある.

たとえばム切･伽伽は瑞浪･備北両層群からK㈹{α

とともにまた名取･岡野沢･布志名3層群から扮{5一

切ぬとともに知られている.ん加6妙伽は日本に

おけるこの階の指示者として重要である.本属のλ.

刎伽〃{η惚牝A仰.α肋{96舳5,およびλ.刎.

〃刀0伽ゐ(図86)の3亜種が本階を示すことには疑問の

余地がないがA伽η"(図87)(現生種)は穴内累層の

ような後中新統に産する.カシパンウニの仲間の1つ

ふ

笠

山

曽

我

層

群

掛

川

層

群

柵

皮

層

群

･ABC

�

111!⊥

��

図85掛川地方の後期新第三紀地層灘の地質柱状図

(TsUcHIandIBARAK11976より)

である万6腕α閉6伽{伽刎"0¢ん〃0肋5は日本では上

部中新統(音川階)を指示する.日本のこの仲間の代表

者である及"〃ακα0加{伽刎伽肪Zな(図88)は後中新

統の諸属から近縁なものとともに広く知られている.

日本の重要な新第三紀のウニ類の垂直分布は表13に示

すとおりである.

n-C.脊椎動物化眉

亀井節夫･岡崎美彦(京都大学)の講演は中新統の

瑞浪層群の哺乳動物群と日本における新第三紀の哺乳動

物に関するものであらた.それによれば平牧動物群

は前期中新世の後期あるいは中期中新世の陸上の哺乳類

を代表するものであり戸狩動物群は同年代の海の哺乳

動物群である.しかしこれには異論もある.

ともあれ平牧動物群は犬科Go妙ん｡伽伽刎伽･

〃κ肋∫(図89),λ肌肋加ブ"刎伽ψ0ん幼ク0{ゐ3(図90),

肋Zθo吻枇閉∫ツαg〃,C〃｡肋6ブ加刎μ9ηαオα･(図91),

“C〃｡伽ブ{舳"spP.,“A妙乃伽αg〃〃5"刎加｡伽お,猪

豚群リス科カメ目およびワニ目から狙っている.

8惚0Z0μ030〃(図92)はしばしば他地区の同年代層から

見出されるのでこれを平牧動物群のリストに含めても�
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関跳鰯醐

蓬1

鰻

慾

嚢

誼

皇華

表13

日本における重要な新第三

紀のウニ類の垂直分布

(M0RIsEITム1976より)

鰯鯛

図86

λ∫〃めμ刎閉ω伽あ刎加0ε刎加

M1o亘醐ITムxO.4(Mo亘IsHITム

1953より)

図87

ん炉加伽加伽閉舳〃VERRILL

xO.4(N工sIYAMA1966より)

図88

万σ〃伽閉σゐ〃刎刎か仰〃1ゐ(A.

������������　

より)

加古"吻P舳榊α舳〃加古θgθ･�･■一･■一一���

加古"θ物θ蝸㎜α舳〃α祠ろ伽舳･�･`一一一一i���

加加加Z〃刎8朋α舳〃〃η0θηε加�■一･一･■一���

此肋ηoZα仰α8ン08肋ω〃α{�一一一■一一一���

肋加･･p･加朋αk勿α舳{�一■■一一一一���

〃0〃α0加8α�･･一一一i���

K刎乞α㎜仙0θη8加�一一一･一一���

脆肋ηα㈹･乃〃蝸〃〃･亡乃μ･〃θ･��･I一一･一��

月8古"{ozツρθ〃8閉αηれ乞乞���.i一･一一一�`■･i一一

8oαψθθ肋舳8吻〃α肘〃8���一一一･�

�1･期中新世亡�菱期中新化�鮮新一肚�更新世一現世

繊織

図89Go伽助｡伽プ加刎伽伽肋刎(MムTsUMoT0)×O.1A:頭

骨口蓋面B:頭骨背面(MATsUmT01926より)

図90λ伽脇ゐ脈伽刎伽ヵ｡肋〃｡{曲5MムTsUM0T0×O.9A:左下

第3小臼歯内側面B:同咀噛面(SHIK畑AandYos且IDA

1967より)

図91C脚｡砺3〃〃刎伽酬励｡r(MATsU皿｡T0)の上顎口蓋面

×O.04(MATsUmT01921より)

図92帥烙｡lo肋｡6o犯属の1種8加golo助｡6o〃1〃〃3〃∫CLmT

×0.2A:右上第1大目歯咀囎面B:同内側面(MムTsU皿｡.

T01926より)

図93D3舳03〃1伽ゴψo〃σ刎∫ToKUN且GムandIw且sAKIxO.5

A:左上第2大臼歯咀囑面B:同外側面(MムTsUM0T01915

より)

よかろう.他方戸狩動物群は1)θ舳05秒Z洲プ砂｡祉

｡〃3(図93),肋Z召ψ伽αゐ"{o1切加切{,肋肋加｡3ψ桃

sp･,酋鯨亜目髪鯨亜目その他からなっている.平

牧動物群の構成員は水辺の森林地帯に生棲していたもの

でユｰラシア大陸のBurdigarianの哺乳動物と深い

関係にあ争.また戸狩動物群はおもに環北太平洋地

域の海棲哺乳動物からなり北アメリカのTemb1or動

物群との関係が密接である.

日本ではDθ8刎0切Z刎および肋Z6ψα側30"加は

N.8に当る戸狩累層に初めて出現しN.15に当る上部

中新統の下部までの広い存在区間をもっている.それ

らは北緯35｡以南には分布しない.またこの動物群

の構成員には現在まで生きのびているものもある.こ

れに対して陸上の哺乳動物群の転換は中新世以来し

ばしば起った.激烈な変化が起ったのは一般に“POn-

tian"であるが日本の陸上の哺乳類については別で

アジア大陸からの模式的なH妙αブ{0η動物群の入国は

まだ確認されていない.東南アジア型の哺乳動物は鮮

新世に入って増加し中期更新世の前期(38万年)までそ

れが続いた.東北アジアの温帯および亜北極帯の要素

が入って来たのは前期更新世である.

長谷川善和(国立科学博物館)は本州および九州か

ら産出した前期新第三紀の鳥の化石について講演した.�
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この講演で扱われたのは飛ば恋い走禽類および水鳥と

考えられるものである.

講演者は本州の2地点(福島県いわき市の演貝累層

および山口県彦島の芦屋累層)および九州の2地点(北

九州市折尾の芦屋累層および伊万里市の畑津累層)から

18個の骨を採集した.6個の脛骨および2個の大腿骨

を含むこれらの骨は大きさの異相る7個体のものであ

る･折尾からは腸骨大腿骨脛骨附蹴骨およ

び携骨のような重要な部分を伴う不完全な骨格が得られ

た.畑津累層産の標本は1つの頭骸骨を含み目下分

類学的な研究が進められている.形態学的にみると

ここに述べた全標本は1つのグルｰプに属すると思われ

る･講演者は便宜上大きさによってこれらをA

BおよびCの3つのタイプに分けている.また講

演者は員化石によって畑津累層は末期漸新世のCha-

ttianに浅見累層もCh就tianにそして芦屋累層は

Aquitanianに当るとしている.この考え方に立てば

A'Bの両タイプは同時代のものである.またこれ

らの鳥はChattianからAquitanianに当る時代に本

州および北九州に分布していたことになる.

以上の骨は多量の海綿組織をもち空隙カミ少なく厚く

綴密であってまったく重い.形をみると附駄骨は

ニュｰジｰランドのモアに似ているカミ合化石層はすべ

て海の堆積物である.これはこれらの鳥が飛べない

で海浜を走りまわっていたことを暗示する.大きさは

ペリカン程度であったろう.これらの鳥は全僕目に属

することも考えられるが新しい目の設立に値する可能

性もある.(以下次号)
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本書は1947年から最近までの西ドイツを中心とした地域

で行なわれた爆破地震による地殻と上部マントル構造研究の

資料と解析結果をまとめたモノグラフであり採石場柱どでの

爆破の観測からえられた資料が系統的に集められ解析された結

果カミ提示されている.これが本書の柱で西ドイツに関して

2章アノレプスの地殻構造の特徴と東ヨｰロッバやアメリカ

の爆破地震･重力資料との比較にそれぞれ1章があてられて

いる｡さらに地殻や上部マントルの構造と密接な関係をもつ

地質構造と地磁気･地電流･地熱･重力や岩石物性について

の記述に最初の2章カミあてられていて現象相互の関連性にも

配慮がなされている.また爆破地震ρ野外作業に関する資

料や技術についてもくわしく記述されていて将来再検討が

できるように配慮されている点も本書の特色であろう.

地震資料についてはタイム･スケｰルを一定にし再解釈

するのに必要な資料をすべて盛りこんだために刊行までに数

年を要したがこの点か最近刊行されているこの種のモノグ

ラフと異なるのだと本書の編集者は誇らしげに書いている.

ともあれドイツには爆破地震に関してMINTR0正や

W1EcH囲丁以来の世界に誇る伝統が現在も息ずいていてそ

れカミ本書のような立派なモノグラフを完成させたのだろうと

いう感じを抱かせる本である.波お本書はドイツ地球物理

学会の刊行物でヨｰロッバ地震学委員会の｢ヨｰロッパの地殻

と上部マントル構造モノグラフNΦ1｣として刊行されたも

のである.(鈴木尉元)
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本書は地学団体研究会がその創立30周年記念事業の一環と

して企画した新地学教育講座金16冊のうちの第2巻である.

すでに1955年に同会が地学教育講座(全16分冊)の第6分冊

として同じ表題のr地震と火山｣(佐佐木嘉和･勝井義雄･森

本良平分担執筆)を福村書店から出版しているが本書には地

震学や火山学の分野におけるその後の進歩が取り入れられ

up-to-dateな内容のものと狙っている､

地震と火山との2章からなりそれぞれ専門の研究者大塚

遣男と勝井義雄とが分担執筆している.第1章地震は8節

からなり地震観の変遷から説きおこし地震波の計測とそれ

から得られる情報例えば“動く震源"地震に伴う地盤変位･

津波･地下水の変化などの諸現象地震の起こる場とその性質

について述べ最後に地震予知への歩みを論じている.

第2章火山は9節からなり第1章と同じように火山観の変

遷から説きおこし火山の噴火型式･噴出物･構造特に前著

以後に注目されるようになった火砕流と近年海洋域の研究の

進展に伴って興味をもたれるようになってきた水中噴火とその

産物更に火山活動の場とその性質について述べ火山と人間

とのつながり火山観測と噴火予知で結んでいる.

本講座の性格上紙数に制限があり十分に言い尽されてい

底い面もあるカミ本書を読みあるいは本書を通じて教育を受け

た人々の中から地震学や火山学の基礎研究あるいは地震や噴

火予知の道へ進まれる人またそのよき理解者のひとりでも多

くてられることを期待する.(一色直記)
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